
平成２５年度より国有林野事業は一般会計の下で事業運営に当たることとなり、

より一層の公益重視とともに、森林への親しみやすさの提供も重要となっています。

そのため、各地に所在する森林管理署も地域住民等に対する森林とのふれあいや森

林環境教育の提供も重要となってきています。

そこで、７月１１日(木)において、オホーツク管内の４森林管理署等から１３名

の職員が参加し、常呂川森林ふれあい推進センター職員が「オホーツクの森」のフ

ィールドを使って、日頃、森林環境教育等を実施する際に、どのような点に注意し

ているかを体験してもらい、職員のスキルアップに役立ててもらいました。

最初に、アイスブレイクやネイチャーゲームを

体験してもらいました。イベント参加においては

特に、様々な人が参加している場合、お互い遠慮

してしてしまいがちなので、簡単なゲーム等を通

して、心の壁を壊していくことが重要な取り組み

となります。

（ネイチャーゲームを体験）

次に、「オホーツクの森」の遊歩道を利用して、

ガイドのポイントを伝えました。今回は、できる

だけ樹木や草花の名前を言わない方法で実践して

みました。例えば、自分を中心にして、森の中で

は何が聞こえるのか位置と何の音かを記入しても

らうとか、変わった形状の樹木などに、あだ名を

付けてもらうなどを体験してもらいました。普段、

植物の名前がわからず、ガイド役を敬遠してしま

いがちですが、これらの方法を使うことで、森林

（あだ名を付けてみましょう）

の効用や不思議などを参加者自ら感じさせることができます。

最後に、ロケットラワンを作成して、どこまで高く飛ばすことができるか体験し

てもらいました。

今回受講した職員の方々においては、この経験を生かして、それぞれの森林管理

署等において地域の要望に応えていただく一助になることを願っております。


